
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
概
要
説
明
及
び

�

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
近
況
報
告
を
受
け
ま
し
た

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に

�

断
固
抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て

と
即
時
停
戦
を
含
め
迅
速
か
つ
厳
格

な
対
応
を
要
請
す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
菊
川
市
議
会
と
し
て
ロ
シ
ア
の
軍

事
侵
攻
に
対
し
断
固
抗
議
す
る
も
の

と
し
て
決
議
し
ま
し
た
。

原
子
力
勉
強
会

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
視
点
・

要
諦
は
、
安
全
性
を
前
提
と
し
た
上

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
第

一
と
し
、
経
済
効
率
性
の
向
上
に
よ

る
低
コ
ス
ト
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
実
現
し
、
同
時
に
、
環
境
へ
の
適

合
を
図
る
た
め
、
最
大
限
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
頼
る
こ

と
は
リ
ス
ク
が
高
く
、危
機
時
で
あ
っ

て
も
安
定
供
給
が
確
保
さ
れ
る
需
給

構
造
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
ご
と
の
強
み
が
最
大
限
に

発
揮
さ
れ
、弱
み
が
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
よ
っ
て
適
切
に
補
完
さ
れ
る
よ

う
な
組
み
合
わ
せ
を
持
つ
、
多
層
的

な
供
給
構
造
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所

の
生
田
康
平
氏
か
ら
、「
浜
岡
原
子
力

発
電
所
近
況
報
告
」
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ

た
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
発
議
第

１
号
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
の

軍
事
行
動
は
、
戦
後
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が

す
行
為
で
あ
る
。
一
方
的
に
現
状
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
軍
事
侵
攻
は
、

核
戦
争
を
招
く
危
険
性
を
は
ら
ん
で

い
る
。
核
保
有
国
が
領
土
拡
張
を
目

的
に
他
の
主
権
国
家
に
武
力
を
行
使

す
る
こ
と
は
、
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
深
刻
な
国
際
法
違
反
で
あ
り
断

じ
て
容
認
で
き
ず
断
固
と
し
て
非
難

す
る
。

　
本
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
、
軍
事
行
動

を
直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
と

と
も
に
、
政
府
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ

残
留
邦
人
の
安
全
確
保
や
武
装
解
除

開
催
日
時

　

令
和
４
年
３
月
23
日
（
水
）

会
場

　

菊
川
市
消
防
本
部
２
階

　

 

（
菊
川
市
東
横
地
３
８
５
番
地
）

内
容

　

�「
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

概
要
」

講
師

　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

�

原
子
力
立
地
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
産

業
課　

原
子
力
立
地
政
策
室

　

室
長　

前
田　

博
貴
氏

菊川市議会だより 議会のひろば　13

議会活動レポート


